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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 26日 (2006.12.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 表 面 に 形 成 し た 金 属 の 露 出 表 面 に 、 絶 縁 体 被 膜 ま た は 金 属 乃 至 合 金 の 被 膜 を 形 成 す
る の に 先 だ っ て 、
　 所 定 の 濃 度 範 囲 に 予 め 調 製 し た 酸 性 溶 液 を 用 意 し 、
　 前 記 所 定 の 濃 度 に 予 め 調 整 し た 酸 性 溶 液 を 基 板 に 向 け て 所 定 の 圧 力 で 連 続 的 に 噴 霧 し て
基 板 表 面 に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 表 面 を 下 向 き に し て 基 板 を 保 持 し 、
　 前 記 酸 性 溶 液 を 前 記 基 板 の 下 方 か ら 該 基 板 表 面 に 向 け て 上 向 き で 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 酸 性 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃ の 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 っ た 状 態 で 該 酸 性 溶 液 を 基 板
表 面 に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 酸 性 溶 液 に よ る 処 理 に 引 き 続 い て 、 液 温 が ５ ～ ５ ０ ℃ の 触 媒 溶 液 に 基 板 表 面 を 接 触
さ せ て 、 前 記 金 属 の 表 面 に 無 電 解 め っ き の 反 応 を 促 進 す る た め の 触 媒 金 属 を 付 与 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】

３



　 前 記 触 媒 溶 液 を 所 定 の 濃 度 範 囲 に 予 め 調 製 し 、
　 前 記 濃 度 範 囲 を 予 め 調 整 し た 前 記 触 媒 溶 液 を 前 記 基 板 に 向 け て 所 定 の 圧 力 で 連 続 的 に 噴
霧 し て 基 板 表 面 に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 表 面 を 下 向 き に し て 基 板 を 保 持 し 、
　 前 記 触 媒 溶 液 を 前 記 基 板 の 下 方 か ら 該 基 板 表 面 に 向 け て 上 向 き で 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 触 媒 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃ の 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 っ た 状 態 で 該 触 媒 溶 液 を 基 板
表 面 に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 酸 性 溶 液 を 基 板 表 面 に 接 触 さ せ て 湿 式 処 理 を 施 す 酸 処 理 ユ ニ ッ ト を 備 え 、
　 前 記 酸 処 理 ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 酸 性 溶 液 を 所 定 の 容 量 範 囲 及 び 濃 度 範 囲 に 予 め 調 製 す る 酸 性 溶 液 貯 槽 と 、
　 前 記 酸 性 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 酸 性 溶 液 を 基 板 表 面 に 向 け て 所 定 の 圧 力 で 連 続 的 に 噴 霧 す る
噴 霧 ノ ズ ル を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 酸 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 表 面 を 下 向 き に し て 基 板 を 保 持 す る 処 理 ヘ ッ ド を 備 え 、 前 記 噴
霧 ノ ズ ル は 、 前 記 処 理 ヘ ッ ド の 下 方 に 配 置 さ れ 該 処 理 ヘ ッ ド で 保 持 し た 基 板 表 面 に 向 け て
前 記 酸 性 溶 液 を 上 向 き で 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 酸 性 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 酸 性 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃ の 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 つ こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 酸 性 溶 液 に よ る 処 理 に 引 き 続 い て 、 液 温 が ５ ～ ５ ０ ℃ の 触 媒 溶 液 に 基 板 表 面 を 接 触
さ せ て 、 金 属 の 表 面 に 無 電 解 め っ き の 反 応 を 促 進 す る た め の 触 媒 金 属 を 付 与 す る 触 媒 付 与
ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 触 媒 溶 液 を 所 定 の 容 量 範 囲 及 び 濃 度 範 囲 に 予 め 調 製 す る 触 媒 溶 液 貯 槽 と 、
　 前 記 触 媒 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 触 媒 溶 液 を 前 記 基 板 表 面 に 向 け て 所 定 の 圧 力 で 連 続 的 に 噴 霧
す る 噴 霧 ノ ズ ル を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト は 、 表 面 を 下 向 き に し て 基 板 を 保 持 す る 処 理 ヘ ッ ド を 備 え 、 前 記
噴 霧 ノ ズ ル は 、 前 記 処 理 ヘ ッ ド の 下 方 に 配 置 さ れ 該 処 理 ヘ ッ ド で 保 持 し た 基 板 表 面 に 向 け
て 前 記 触 媒 溶 液 を 上 向 き で 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 触 媒 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 触 媒 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃ の 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 つ こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 記 酸 性 溶 液 の ｐ Ｈ を ４ 以 下 に 設 定 す る こ と が 。
　 こ の よ う に 、 酸 性 溶 液 の ｐ Ｈ を ４ 以 下 に 設 定 す る こ と で 、 実 用 的 な 処 理 速 度 を 得 る こ と
が で き る 。 こ の 酸 性 溶 液 と し て は 、 自 然 酸 化 膜 や Ｃ Ｍ Ｐ 残 渣 等 の 不 純 物 の 除 去 速 度 が 比 較
的 遅 い 有 機 酸 溶 液 や 、 除 去 速 度 が 比 較 的 早 い 無 機 酸 溶 液 を 使 用 す る こ と が で き る 。 両 者 の
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特 性 を 活 か す た め 、 無 機 酸 と 有 機 酸 の 混 合 液 を 使 っ て も 良 く 、 ま た 無 機 酸 に よ る 処 理 と 有
機 酸 に よ る 処 理 の 何 れ か を 先 に 行 っ た 後 、 も う 一 方 を 引 き 続 き 行 う ２ ス テ ッ プ 処 理 を 行 っ
て も 良 い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 記 酸 性 溶 液 と し て 、 少 な く と も 炭 素 数 が １ ０ 以 下 の 有 機 酸 を 含 む 水 溶 液 を 使 用 す る こ
と 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 酸 性 溶 液 に よ る 処 理 に 引 き 続 い て 、 液 温 が ５ ～ ５ ０ ℃ の
触 媒 溶 液 に 基 板 表 面 を 接 触 さ せ て 、 前 記 金 属 の 表 面 に 無 電 解 め っ き の 反 応 を 促 進 す る た め
の 触 媒 金 属 を 付 与 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 の 湿 式 処
理 方 法 で あ る 。
　 例 え ば 、 酸 処 理 に よ り 酸 化 物 被 膜 や 不 純 物 を 除 去 し た 基 板 上 の 金 属 表 面 に 、 無 電 解 め っ
き に よ り 金 属 乃 至 合 金 被 膜 を 選 択 性 良 く 形 成 す る に は 、 基 板 表 面 に 触 媒 金 属 を 付 与 す る こ
と が 好 ま し い 。 そ の 際 、 液 温 が ５ ～ ５ ０ ℃ の 触 媒 溶 液 に 基 板 表 面 を 接 触 さ せ て 触 媒 付 与 処
理 を 行 う こ と で 、 触 媒 付 与 に 伴 っ て 下 地 の 金 属 表 面 等 に ピ ッ テ ィ ン グ が 生 じ る こ と を 防 止
す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 溶 液 を 所 定 の 濃 度 範 囲 に 予 め 調 製 し 、 前 記 濃 度 範 囲
を 予 め 調 整 し た 前 記 触 媒 溶 液 を 前 記 基 板 に 向 け て 所 定 の 圧 力 で 連 続 的 に 噴 霧 し て 基 板 表 面
に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 濃 度 範 囲 を 予 め 調 整 し た 触 媒 溶 液 を 基 板 に 向 け て 所 定 の 圧 力 で 連 続 的 に 噴
霧 し て 基 板 表 面 に 接 触 さ せ る こ と で 、 触 媒 溶 液 の 濃 度 並 び に 噴 霧 条 件 の 再 現 性 を 確 保 し て
、 触 媒 溶 液 に よ る 処 理 を 再 現 性 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 を 下 向 き に し て 基 板 を 保 持 し 、 前 記 触 媒 溶 液 を 前 記 基 板
の 下 方 か ら 該 基 板 表 面 に 向 け て 上 向 き で 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載
の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 噴 霧 方 式 に よ り 強 制 的 に 基 板 に 触 媒 溶 液 を 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 前 述 の
酸 性 溶 液 の 場 合 と 同 様 に 、 基 板 表 面 の 濡 れ 性 の 違 い に よ る 接 液 ム ラ を 改 善 す る こ と が で き
る 。 な お 、 再 現 性 良 く 処 理 す る た め に は 、 触 媒 溶 液 の 基 板 表 面 に 向 け た 噴 霧 を 安 定 的 に 行
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う 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 基 板 と 噴 霧 部 （ 噴 霧 ノ ズ ル ） と の 間 の 距 離 を １ ５ ０ ｍ ｍ 以 下 、
噴 霧 圧 力 を ０ ． ５ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 、 触 媒 溶 液 の 流 量 を 基 板 １ ｃ ｍ ２ 当 た り ５ ｍ ｌ ／ ｍ ｉ
ｎ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃ の 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 っ
た 状 態 で 該 触 媒 溶 液 を 基 板 表 面 に 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か
に 記 載 の 基 板 の 湿 式 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 触 媒 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃ と し 、 例 え ば 触 媒 付 与 の 速 度 や そ れ に 伴 う
下 地 金 属 の ダ メ ー ジ の 状 況 に 応 じ て 、 触 媒 溶 液 の 液 温 を 常 温 以 上 に 加 熱 し た り 、 常 温 以 下
に 冷 却 し た り し て も よ く 、 こ れ に よ り 、 実 用 的 な 処 理 速 度 を 確 保 し つ つ 、 前 述 の よ う に 、
過 剰 な 処 理 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 触 媒 溶 液 の 液 温 を 所 定 の 温 度 範 囲 に 保
つ こ と で 、 処 理 状 況 を 基 板 の 全 面 に 亘 っ て よ り 一 定 に す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 記 触 媒 溶 液 は 、 触 媒 金 属 の 無 機 塩 か ら な り 、 か つ 無 機 酸 で ｐ Ｈ を ４ 以 下 に 調 整 し た も
の で あ る こ と 。
　 触 媒 溶 液 と し て は 、 無 機 塩 の 溶 液 と 有 機 酸 塩 の 溶 液 が 考 え ら れ る 。 無 機 酸 で ｐ Ｈ を ４ 、
好 ま し く は ２ 以 下 に 調 整 し た 触 媒 金 属 の 無 機 塩 の 溶 液 は 保 存 安 定 性 が あ り 、 触 媒 の 付 与 効
率 が 高 い 。 た だ し 無 機 酸 の 効 果 も あ っ て 、 下 地 金 属 を エ ッ チ ン グ す る 可 能 性 が あ る 。 そ こ
で 、 溶 液 中 の 触 媒 金 属 濃 度 を 、 １ ｍ Ｍ ／ Ｌ 以 下 と し 、 か つ 処 理 時 間 を １ 分 以 内 と す る こ と
が 好 ま し く 、 ０ ． ３ ｍ Ｍ ／ Ｌ 以 下 、 か つ ３ ０ 秒 以 内 と す る こ と が 更 に 好 ま し い 。 ま た 、 下
地 金 属 表 面 に 吸 着 し エ ッ チ ン グ を 抑 制 す る よ う な キ レ ー ト 剤 や 界 面 活 性 剤 な ど を 共 存 さ せ
る こ と に よ り 、 下 地 金 属 へ の ダ メ ー ジ を 回 避 す る よ う に し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 記 触 媒 溶 液 は 、 触 媒 金 属 の 有 機 酸 塩 か ら な り 、 か つ 有 機 酸 で ｐ Ｈ を ４ 以 下 に 調 整 し た
も の で あ 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 酸 性 溶 液 を 基 板 表 面 に 接 触 さ せ て 湿 式 処 理 を 施 す 酸 処 理 ユ ニ
ッ ト を 備 え 、 前 記 酸 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 酸 性 溶 液 を 所 定 の 容 量 範 囲 及 び 濃 度 範 囲 に 予 め
調 製 す る 酸 性 溶 液 貯 槽 と 、 前 記 酸 性 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 酸 性 溶 液 を 基 板 表 面 に 向 け て 所 定 の
圧 力 で 連 続 的 に 噴 霧 す る 噴 霧 ノ ズ ル を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
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　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 酸 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 表 面 を 下 向 き に し て 基 板 を 保 持 す る
処 理 ヘ ッ ド を 備 え 、 前 記 噴 霧 ノ ズ ル は 、 前 記 処 理 ヘ ッ ド の 下 方 に 配 置 さ れ 該 処 理 ヘ ッ ド で
保 持 し た 基 板 表 面 に 向 け て 前 記 酸 性 溶 液 を 上 向 き で 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記
載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 酸 性 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 酸 性 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃
の 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
　 記 酸 性 溶 液 の ｐ Ｈ を ４ 以 下 に 設 定 す る こ と 。
　 記 酸 性 溶 液 と し て 、 少 な く と も 炭 素 数 が １ ０ 以 下 の 有 機 酸 を 含 む 水 溶 液 を 使 用 す る こ
と 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 酸 性 溶 液 に よ る 処 理 に 引 き 続 い て 、 液 温 が ５ ～ ５ ０ ℃
の 触 媒 溶 液 に 基 板 表 面 を 接 触 さ せ て 、 金 属 の 表 面 に 無 電 解 め っ き の 反 応 を 促 進 す る た め の
触 媒 金 属 を 付 与 す る 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず
れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 触 媒 溶 液 を 所 定 の 容 量 範 囲
及 び 濃 度 範 囲 に 予 め 調 製 す る 触 媒 溶 液 貯 槽 と 、 前 記 触 媒 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 触 媒 溶 液 を 前 記
基 板 表 面 に 向 け て 所 定 の 圧 力 で 連 続 的 に 噴 霧 す る 噴 霧 ノ ズ ル を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト は 、 表 面 を 下 向 き に し て 基 板 を 保 持
す る 処 理 ヘ ッ ド を 備 え 、 前 記 噴 霧 ノ ズ ル は 、 前 記 処 理 ヘ ッ ド の 下 方 に 配 置 さ れ 該 処 理 ヘ ッ
ド で 保 持 し た 基 板 表 面 に 向 け て 前 記 触 媒 溶 液 を 上 向 き で 噴 霧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 溶 液 貯 槽 内 の 前 記 触 媒 溶 液 の 液 温 を 、 ５ ～ ５ ０ ℃
の 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ
る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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